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財産収入 

繰入金
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簡易水道事業分担金 

水道使用料 

滞納繰越分 

施設使用料 

水道手数料 

施設整備事業県補助金 

利子及び配当金 

一般会計繰入金 

基金繰入金 

繰越金 

雑入 

588 

77,070 

1,159 

94 

33 

4,375 

419 

38,940 

20,000 

848 

4,539 

148,065

歳　　　出 

合　　　計 

総務費 

事業費 

公債費
 

 

予備費 

1 

2 

3
 

 

4

平成１９年度の主な事業   
● 相満簡易水道の配水管布設替（倉渕地区）  
● 三ノ倉簡易水道の配水管布設替（倉渕地区）  
● 中部簡易水道の配水管布設（倉渕地区）  
● 湖畔簡易水道の電気計装設備更新（榛名地区）  
● 榛名上下水道事務所内の中央監視設備更新（榛名地区）  

一般管理費 

施設整備管理費 

元金 

利子 

予備費 

48,221 

64,494 

20,758 

12,592 

2,000 

148,065

水道事業  収益的収支 

水道事業  資本的収支 

下水道事業  収益的収支 

下水道事業  資本的収支 

　平成19年度予算は、収入が74億5,333万9千円で、前
年度比92.2％、6億 2,673万 1千円の減額。支出は総額
94億9,579万8千円で、前年度比91.9％、8億3,361万
2千円の減額となっています。市民サービスの低下を避けつ
つ、公営企業としての経営効率化を進め、さらに中・長期
的な経営の安定を確保するため、将来世代への負担の軽減
を図り、健全な財政運営に配慮しました。 
　当年度利益の見込みは、3億1,719万4千円です。また、
右グラフでは資本的収支の差し引きで23億 5,965万 3千
円の不足額が生じますが、これは内部留保資金等で補てん
します。 

収入 
66億 
2千万円 

支出 
65億円 

収入 
66億 
2千万円 

水道料金 
60億2千万円 

※消費税含む 

※消費税含む 

※消費税含む 

※消費税含む 

受託工事収益 
6千万円 

加入金 
1億9千万円 

その他 
3億5千万円 

きれいな水に 
するための費用 
17億3千万円 

お客様まで水を 
送るための費用 
4億9千万円 

メーターの検針・ 
料金徴収・ 

窓口サービス等 
の費用 
5億円 

減価償却費等 
20億円 

企業債の償還利息等 
10億9千万円 

その他 
4億9千万円 

利益 
3億2千万円 

支出 
75億 

9千万円 

収入 
77億 
1千万円 

収入 
77億 
1千万円 

下水道使用料 
38億7千万円 

支出 
75億 

9千万円 

利益 
1億2千万円 

一般会計からの 
負担金・補助金 
37億9千万円 

受託事業利益 
3千万円 

その他 
2千万円 

その他 
6億円 

企業債の償還利息 
21億1千万円 

流域下水道の 
維持管理費 
9億8千万円 

減価償却費等 
29億7千万円 

水処理センター 
の維持管理費 
5億4千万円 

下水道管・ 
ポンプ場等の 
維持管理費 
2億4千万円 

下水道普及促進 
のための費用 
1億5千万円 

企業債 
5億円 

支出 
31億 

9千万円 

支出 
31億 

9千万円 

受益者からの 
負担金等 
2億3千万円 

配水管・ 
施設の整備費 
15億7千万円 

その他 
3千万円 

企業債等の償還金 
14億2千万円 

人件費・ 
固定資産購入費 
1億7千万円 

国・県・一般会計 
からの補助金 
1億円 

不足する額 
23億6千万円 

企業債 
12億8千万円 

下水道管・施設 
の整備費 

19億7千万円 

雨水管の整備費 
3億8千万円 

国・県から 
の補助金 
8億5千万円 

一般会計から 
の負担金・補助金 
3億1千万円 

受益者から 
の分担金・ 
負担金等 
1億6千万円 

企業債の償還金 
30億円 

事務費等 
2億8千万円 

流域下水道建設 
の負担金 

1億3千万円 

不足する額 
31億6千万円 

水道事業会計 水道事業会計 水道事業会計 下水道事業会計 下水道事業会計 下水道事業会計 

支出 
57億 

6千万円 

支出 
57億 

6千万円 

支出 
63億円 

148,200戸 
48,558,000m3 

132,672m3 
（平成19年度見込みに基づく） 

 

給 水 戸 数  
年 間 総 給 水 量  
一日平均給水量 

予算の概要 

平成19年度 平成19年度 

●管網整備事業 
　安全でおいしい水の安定供給やライフラインの強化によ
る災害に強いまちづくりを目指し、市内中心部で使用され
ている老朽管を耐震管に切り替えるとともに、群馬・榛名
地区の石綿セメント管等の布設替えを行います。 

●配水設備整備拡張事業 
　地域からの要望などに基づく配水管布設工事を実施します。

●負担工事事業 
　土地区画整理事業に伴う配水管の布設工事、下水道事業
や道路建設事業に伴う配水管の布設替工事、消火栓の新設
工事等を行います。 

●施設改良事業 
　若田浄水場の次亜塩素注入設備設置工事、中島浄水場の
紫外線滅菌設備設置工事、箕郷地区の下之原水源築造工事、
群馬地区の足門浄水場遠方監視装置改修工事等を行います。 

主要事業 

98,450戸 
40,097,719m3 

109,557m3 
（平成19年度見込みに基づく） 

 

水洗便所設置戸数 
年 間 処 理 水 量  
一日平均処理水量 

　平成19年度の予算は、収入が103億1,599万8千円で、
前年度比95.3％、5億 942万 8千円の減額です。支出は
133億 6,050万 6千円で、前年度比97.5％、3億 3,810
万7千円の減額となっています。業務の民間委託等を進め、
維持管理経費のコスト削減に努めるほか、経営健全化のた
めに限られた財源で最大の効果が得られるよう費用対効果
を十分考慮した事業選択を行いました。 
　当年度利益の見込みは、1億1,399万8千円です。また、
左グラフでは資本的収支の差し引きで31億 5,850万 6千
円の不足額が生じますが、これは内部留保資金等で補てん
します。 
 

予算の概要 

●管渠布設事業 
　高崎地区の市街化調整区域を中心に整備を図るほか、箕郷・
群馬・榛名地区において管渠布設を行います。これにより
市全域の下水道普及率は、約71％となる見込みです。 

●雨水対策事業 
　浸水対策として、高崎地区で烏川左岸雨水幹線整備事業、
新町地区で中排水区雨水幹線整備事業を行います。 

●城南雨水滞水池建設事業 
　高崎地区の旧市街地合流改善事業の一環で、前年度に引
き続き本体工事事業を行い、平成23年度の稼動を目指しま
す。 

●榛名湖特定環境保全公共下水道施設改良事業 
　現有施設の老朽化に伴い、3年の工期で改築更新事業を行
います。本年度は、汚水処理設備の更新工事等を行います。

●負担工事事業 
　国道354号線（伊勢崎街道）の道路拡幅事業や上中居土
地区画整理事業に伴う下水道管移設工事を行います。 

●施設改良事業 
　阿久津・城南水処理センター、ポンプ場各施設の建物・
電気・機械設備更新工事を行うほか、不明水対策として管
更生工事を行います。 

●流域下水道建設事業 
　玉村町にある県央水質浄化センターの処理場建設負担金
です。 

主要事業 

収入 
8億 
3千万円 

収入 
8億 
3千万円 

収入 
26億円 
収入 
26億円 

（単位：千円） 平成19年度簡易水道事業等予算 


